
1 

 

２０２4年 1月 7日（日）新年礼拝メッセージ 

聖書箇所：マタイ 6章 25～34節 

タイトル：「まず神の国と神の義を求めなさい」 

主の 2024 年、明けましておめでとうございます。皆さんは、どのような思いで新年を迎え

られたでしょうか。こうしてこの新しい年も主への賛美と礼拝をもって始めることができるこ

とを感謝します。 

  毎年1年の始まりの時に、今年神様は教会にどんなことを願っておられるのかと祈り求めま

すが、しばらく前から私の中に与えられていたみことばが、マタイ 6 章 33 節のみことばでし

た。「まず神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはすべて、それに加えて与

えられます。」 

  今年は、このみことばから、まず神の国と神の義を求めなさい、というテーマで歩みたいと

願っています。でも、神の国と神の義を第一に求めるとはどういうことでしょうか。このみこと

ばはクリスチャンであれば 1 度は聞いたことがある有名なみことばですが、その意味を知って

いるかどうかは別です。今日は、このみことばから、まず神の国と神の義を求めるということ

について 3つのことをお話したいと思います。 

Ⅰ．神の国を第一に求めるとは（33） 

まず、神の国を第一に求めるとはどういうことかについて考えてみたいと思います。皆さん、

神の国を求めるとはどういうことですか?「神の国」とは「天国」とか、「御国」とも言われますが、

昨年の賛美フェスタのテーマもこれでしたね。「御国がこの地に」でした。神の御国がこの地に

来ますようにというテーマでした。それは何を意味しているかというと、「神の支配」のことで

す。神の支配がこの地にありますように、ということです。すなわち、神の国とは「神が支配す

るところ」のことです。ですから、もし私たちが心から神を信じ、神に従いたいと願い、そのよう

に生きるなら、そこが神の国となるわけです。神を信じ、神に従う人の心に神の国が宿るので

す。それは目には見えませんが、目に見える形となって実際に現れます。 
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イエスは神の国はパン種のようだと言われました。パン粉にパン種を入れるとどうなります

か?それはパンパンに大きく膨らみます。それと同じように、神の国も目には見えないほど小

さなものですが、それが私たちの心に入ると大きく膨らんで行くのです。 

  また、イエスは神の国はからし種のようだとも言われました。皆さんは、からし種を見たこと

がありますか?私はイスラエル旅行に行った方が現地で購入したというからし種を見せてもら

ったことがありますが、本当に小さな種です。胡椒のように小さい種ですが、それが生長する

と 3～4メートルもの大きな木になるのです。 

このように神の国は目に見えない小さなものですが、これが私たちの中に宿すと大きな力

をもって広がっていきます。それはイエスがこの地上でなされた御業を見ればわかります。イエ

スは目の見えない人の目を開かれ、耳の聞こえない人の耳を聞こえるようにし、足の萎えた人

を癒されました。ヨハネの福音書 5 章には、38 年間も病気で伏せていた人を癒されたことが

記されてありますが、それはどういうことかというと、神の国が地上に来ているということを

表していました。イエスが来られたことによって神の国がやって来たのです。ですから、イエス

はこう言われたのです。「この時からイエスは宣教を開始し、「悔い改めなさい。天の御国が近

づいたから」と言われた。」(マタイ 4:17) 

  「天の御国が近づいた」。どのようにして近づいたのでしょうか?イエスが来られたことによ

ってです。イエスは神の国をもたらすためにこの地上に来てくださったのです。それは目に見

えないほど小さなものですが、神の力となって現れました。それは、死んでから入るところだ

けでなく、生きている今、この地上で体験することができるもの、神が支配しているところな

のです。 

では、この神の国を第一に求めるとはどういうことでしょうか?これは自分の力でたぐり寄

せるということではありません。神の国は人間の力でたぐり寄せることができるようなもので

はないからです。その必要もありません。神の国はそれ自体、力をもって私たちのところにす

でに押し寄せてきているからです。この神の国を謙虚に受け入れることです。そして、神がこの

世のすべて治め、生きて働いておられると信じて、神に賭けるというか、へりくだって神を求
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め、神に祈り、神に信頼して生きることです。 

この正月にディボーションでエズラ記を読みました。ペルシャの王キュロスの命令によってバ

ビロンからエルサレムに帰ったユダの民は、さまざまな妨害に遭いながらもついに神殿建設を

完成しました。そして神はアルタクセルクセス王の心を動かし、神の律法を行わせるためにエズ

ラをリーダーとする一団をエルサレムに遣わします。その数男だけで 1500 人、女、子供も合

わせると 3,000 人に達しました。バビロンからエルサレムまでは約 1,450 キロと、かなりの

長旅です。しかも彼らは現在の価値で約 10 億円もの金や銀を持っていました。どこで敵に襲

われるかわかりません。しかし、エズラは道中の敵から自分たちを助ける部隊と騎兵たちを、

王に求めませんでした。それは、神は、神を尋ね求めるすべての者を守ってくださると信じて

いたからです。それで彼はこのことのために断食して祈り、へりくだって、道中の無事を神に願

い求めました。すると、神は彼らの願いを聞き入れてくださいました。神の恵みの御手が彼ら

とともにあったので、その道中、敵の手、待ち伏せしている者の手から救い出していただくこと

ができたのです。このように、へりくだって神を求め、神に祈り、神に賭ける信仰、それこそ、神

の国を第一に求めるということなのです。 

よく「神さまとか、信仰とか言っても、それは余裕のある人がすることであって、現実はもっ

と厳しいですよ」と言うことを聞くことがあります。確かに現実は厳しいものです。だからこそ

その厳しい現実の中で、さらに確かな神の国の現実に目を留めるために、私たちはこうして教

会の礼拝に来たり、互いに交わりを持って励まし合っているのではないでしょうか。どんな苦

しみの中でも神が生きて働き、この世を支配しておられるということを信じるためです。自分

自身との格闘の中で、人生を導いてくださる神に自分を明け渡していく。それが「神の国を求

める」ということなのです。それを第一に求めなければなりません。 

Ⅱ．神の義を第一に求めるとは(33) 

では、神の義を第一に求めるとはどういうことでしょうか。イエスは、まず神の国を求めなさ

いと言われただけでなく、神の義を求めなさいとも言われました。「神の義」とは何でしょうか。
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それは、神の前での正しさのことです。ローマ 14章１7節に、「なぜなら、神の国は食べたり飲

んだりすることではなく、聖霊による義と平和と喜びだからです。」とあります。神の国は「聖霊

による義と平和と喜び」です。ですから、正しくない人は、神の国に入ることが出来ません。で

は、人はどうしたら神の前に正しい者、義と認めていただくことができるのでしょうか。 

ここで注目したいのは、マタイ 5章 20節のみことばです。「わたしはあなたがたに言います。

あなたがたの義が、律法学者やパリサイ人の義にまさっていなければ、あなたがたは決して天

の御国に入れません。」 

  イエスは、あなたがたの義が、律法学者やパリサイ人たちの義にまさっていなければ、決して

天の御国に入れない、と言われました。どういうことでしょうか?律法学者やパリサイ人たちは、

旧約聖書の律法を守ることによって神の前に義と認められると考えていました。それで彼らは

一つの掟にいくつもの細則を付け加え、膨大な規則集を作りあげました。その数なんと六百以

上もあったと伝えられています。そして、彼らはそれを守っていると自負していました。だから、

自分たちは正しい者であって、神の国にふさわしい者だとうぬぼれていたのです。でも、彼ら

は最も大切な戒めを忘れていました。最も大切な戒めとは何ですか。そうです、申命記 6 章 5

節のことばですね。「シェマー」、「聞きなさい」ということばで有名なみことばですね。「あなた

は心を尽くし、いのちを尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛しなさい。」です。また、「あ

なたの隣人をあなた自身のように愛しなさい。」という戒めも、これと同じように大切です。す

なわち、神と隣人を愛するということです。これが律法の中心であり、戒めの中で最も大切な

ものなのに、これを忘れていたのです。つまり、彼らは自分では聖書の戒めを守っていると思

っていましたが、それは形式的なものにすぎなかったということです。それでイエスは「あなた

がたの義が、律法学者やパリサイ人の義にまさっていなければ、決して天国にはいることはで

きない」と言われたのです。それは律法学者やパリサイ人たちのようにうわべだけを取り繕っ

たもの、つじつま合わせをしただけのものではなく、神の目にどうなのか、神の目に正しい者、

神に義と認められる者でなければならないということです。 

でも、どうでしょうか。神に義と認められるということは簡単なことではありません。たとえ
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ば、その後のところでイエスは、「昔の人々に対して、『殺してはならない。人を殺す者はさばき

を受けなければならない』と言われていたのを、あなたがたは聞いています。しかし、わたしは

あなたがたに言います。兄弟に対して怒る者は、だれでもさばきを受けなければなりません。

兄弟に『ばか者』と言う者は最高法院でさばかれます。『愚か者』と言う者は火の燃えるゲヘナ

に投げ込まれます。」(マタイ5:20-21)と言っておられますが、この観点から見たら、私たちは

皆お手上げではないでしょうか。確かに私たちは人を殺すようなことなどしません。でも、兄弟

に対してはよく「ばか者」とか「愚か者」と言っていないでしょうか。私などはしょっちゅうです

よ。嫌なことや変なことがあると、つい心の中で「ばかだなぁ」と思ってしまいます。だから、私

は最高法院でさばかれることになります。火の燃えるゲヘナに投げ込まれてしまいます。私だ

けではありません。皆さんだってそうです。兄弟に対して腹を立てない人がいますか?兄弟に

ひどいことを言われ放題言われたら、「いい加減にして」と腹を立てるじゃないですか。「バカ

野郎」とか「マヌケ」と言うんじゃないですか。ですから、皆さんもアウトです。最高法院でさば

かれることになります。火の燃えるゲヘナに投げ込まれるのです。だから聖書は「義人はいな

い。一人もいない。」（ローマ 3:10）と言っているのです。 

  しかし、律法学者やパリサイ人たちは、そのことに気付いていませんでした。そして自分は正

しい者であって、神の国にふさわしい者だと錯覚していたのです。そういう律法学者やパリサ

イ人たちの義にまさっていなければ、私たちも決して天国に入ることはできません。では、どう

したらそのような義を持つことができるのでしょうか。 

神が与えてくださる義を求めなければなりません。神の目から見れば正しい人など一人も

いません。しかも、だれも自分でその不義をきよめることはできないのです。今、旧約聖書のエ

レミヤを学んでいますが、エレミヤ書には、それは豹がその斑点を変えることが出来ないのと

同じだと言われているとおりです（エレミヤ 13：23）。しかしそのような私たちのために神はイ

エス・キリストをこの世に遣わしてくださいました。キリストが私たちの罪を負い、十字架で死

なれたことによって、罪人の私たちが義と認めていただくためです。神はご自分のひとり子を

罪人として死なせることによって、御子イエスを信じる者にイエスの持っておられた義を与え
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てくださるのです。私たちの罪がキリストのところに行き、キリストの義がわたしたちのところ

に来るためです。神はイエス・キリストを信じる者が罪を赦され、神の前に正しい者として立つ

ことができるようにしてくださったのです。私たちが求めるべき「神の義」とは、この義、神が

与えてくださる「イエス・キリストの義」なのです。 

この「神の義」をまず求めなければなりません。神の国が信仰によって受け取るものである

ように、神の義も信仰によって受け取るものです。イエスは「わたしが来たのは、正しい人を招

くためではなく、罪人を招くためです。」と言われました。罪ある私たちは神の国から遠く離れ

ていました。しかし、神の国が罪の赦しと神の義を伴って、罪ある私たちのところ来てください

ました。ですから私たちは自分の不義を認め、告白し、悔い改め、へりくだった心でこれを受け

取らなければなりません。そして、その義に生きることを求めなければなりません。 

イギリスに一人の尊敬されている軍曹がおりました。とても立派なのである人が「どうして

そのように人から好かれるようになったのですか」と尋ねると、「つい最近まではそうではなか

ったのです」と答えると、それがどうしてそうなったのかを話してくれました。彼の部隊に一人

だけクリスチャンがいたそうです。そのクリスチャンは他の人からの嫌がらせを受けていました

が、じっと耐えていました。ところがある時、この軍曹の隣に寝ることになりました。彼はいつ

も寝る前に祈りの時間を持っていました。軍曹は軍隊の重い靴で彼の頭を叩いたそうです。で

も彼は何もいいませんでした。そればかりか次の朝起きて見ると自分の靴が綺麗に磨かれて

おいてあったのです。それを見た時この軍曹は、自分は負けたと思いました。軍曹は即座にイ

エス様を信じ、その時から変わったのです。 

イエスはこう言われました。「43 『あなたの隣人を愛し、あなたの敵を憎め』と言われていた

のを、あなたがたは聞いています。44 しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛

し、自分を迫害する者のために祈りなさい。45 天におられるあなたがたの父の子どもになる

ためです。父はご自分の太陽を悪人にも善人にも昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を

降らせてくださるからです。46 自分を愛してくれる人を愛したとしても、あなたがたに何の
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報いがあるでしょうか。取税人でも同じことをしているではありませんか。47 また、自分の兄

弟にだけあいさつしたとしても、どれだけまさったことをしたことになるでしょうか。異邦人で

も同じことをしているではありませんか。48 ですから、あなたがたの天の父が完全であるよ

うに、完全でありなさい。」(マタイ 5:43-48) 

これが神の義を求めるということです。それは私たちにはできないことです。しかし、神の義

であられるイエス・キリストによって与えられた義によって、私たちはこの義に生きることがで

きるのです。 

Ⅲ．まず神の国と神の義を第一に求める(33)   

第三のことは、まず神の国と神の義を求めなさい、ということです。イエスは、この神の国と

神の義をまず、第一に求めなさい、と言われました。どういうことでしょうか?これを最優先に

しなさいということです。この優先順位がとても重要です。私たちは、自分の中にある優先順

位に従って生きています。私たちの人生には、大切なものがたくさんあります。何を食べるか、

何を飲むか、何を着るかといったこともそうですし、それに加えて経済的な問題や対人関係の

悩み、健康上の問題、仕事ことそうです。そんな時そうした目の前の問題で頭がいっぱいにな

り、神様のことがどこかに吹っ飛んでしまうことがあります。優先すべき順序が逆になり、生活

する上で必要な様々なものを第一に求めてしまうのです。そのために走り回り、あたふたし、

不安に呑み込まれ、不安が不安を呼び、思い煩いでどうにもならなくなってしまうことがあり

ます。でも聖書はこう言っています。「まず神の国と神の義を第一に求めなさい。そうすれば、

それに加えて、これらのものはすべて与えられます。」 

それは、他のことは何もしなくても良いということではありません。学生なら勉強に専念し

なければなりませんし、仕事を持っている人ならしっかり働かなければなりません。英語に 

"bring home the bacon" ということわざがあります。しっかり働いて家族を支えるとい

う意味です。イエスが「まず、第一に」と言われたのは、第二、第三にも、果たすべき義務がある

ことを示しています。ある修道院の記録映画を観ましたが、山奥でくらす修道士たちでさえ、



8 

 

祈りの生活の他に労働の時間があって、それで日々の糧を得ていました。また、スポーツや趣

味を楽しむ時間も持っていました。神の国と神の義を求めるということは、神がお与えくださ

ったこの世での義務や、私たちのこころやからだに必要なものを無視するということではない

のです。それは、神の民として生き、神に仕えることを第一にする、神の義という、私たちにと

って一番必要なものをまず第一にすることです。そして、神のことを第一にするとき、その後に

続くさまざまな義務は、感謝と喜びをもって果たすことができるようになります。その他の必

要もおのずと満たされていくのです。 

その他の必要とは、たとえば何を食べるかとか、何を飲むか、何を着るかといったことです。

神の国とその義とを第一に求めるなら、神はそれに加えて、これらのものをすべて与えてくだ

さいます。なぜなら、天の父である神様は、これらのものが私たちに必要であることを知って

おられるからです。空の鳥を見てください。種まきもせず、刈り入れもしません。倉に納めるこ

ともしない。でも、天の父はこれを養っていてくださいます。あなたがたはその鳥よりも、ずっ

と価値があります。野の花を見てください。働きもせず、紡ぎもしません。しかし、栄華を極め

たソロモンでさえ、この花の一つほどにも装っていませんでした。今日あっても明日は炉に投

げ込まれる野の草さえ、神はこのように装ってくださるのなら、どうしてあなたがたのために

は、もっと良くしてくださらないことがあるでしょうか。神は、ご自身の国とその義を第一にす

る者を、守ってくださるのです。 

クリスチャンの実業家で五十嵐健治さんと言う方がおられました。彼はクリーニング業界最

大手の「白洋舎」の創業者です。それまで三越に勤めていた彼がなぜ洗濯屋を家業としたのか。

その転身した一番大きな理由は、「日曜礼拝や伝道に妨げにならないもの」でした。さらに、キ

リスト教倫理観として「嘘や駆け引きのいらぬもの」「人の利益となって害にならぬもの」でした。

彼はその創業にあたり、次のように言っています。「汚れた罪を一身に引き受けて、十字架の苦

しみと恥辱を受け給うキリストを思ったとき、自分のごとき人間が人様の垢を洗うことが何で

恥ずかしいことがあろう。洗濯業は神から与えられた職業である。」と。そして、汚れたもの清

潔にし、破れたるものを繕い、以て衛生に資し、家庭経済を助けるものと考えて、1906 年に
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日本橋呉服町に開業したのです。 

  彼は自分のお店を持つとき、教会の近くがいい、そうしたら、祈り会などに参加できるから

と考え、教会の近く、川の土手沿いの物件を手に入れました。そこは町から遠く、「そんなとこ

ろで店を開いても、お客さんは来ないよ」と回りの人から言われたそうです。ところが、しばら

くたって、川の土手が整備されて、自転車や歩行者のための道路になりました。大勢の人がそ

の道を利用して、通勤、通学をするようになりました。それで、彼の店に立ち寄るお客さんが増

えました。彼の丁寧な仕事が評判になり、さらに多くの固定客を得るようになりました。この人

の、もっと神に近づきたい、神のことを第一にしたいという思いが報われ、目に見える形でも

祝福が与えられたのです。神の国と神の義を第一にする人には、この世においても大きな祝福

が与えられるのです。 

「まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば、これらのものはすべて、それに加えて与

えられます。」第一のことが第一になるなら、第二、第三のことは、かならず備えられていきま

す。それはほんとうのことです。イエスは私たちを、この祝福の人生へと招いていてくださって

います。この一年、この神の国と神の義を第一に求めていきましょう。主のみことばに従い、神

の国の義と平和と聖霊による喜びで満たされた一年となるように祈り求めていきたいと思い

ます。 


